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子牛の粗飼料給与開始時期
～４週齢までに始めましょう～

【背景・目的・成果】
子牛の市場価格は出荷時の発育に大きく影響を受けます。出荷時の発育はほ乳期の発育と関係が
深く、ほ乳期の飼養管理は特に重要と考えられています。一般的に、ほ乳期には母乳、人工乳および
粗飼料が給与されます。母乳および人工乳は、ほ乳期だけでなく育成期全般の良好な発育に関与する
と報告がある一方で、粗飼料給与の是非については明らかになっていません。そこで、ほ乳期における
粗飼料給与開始時期の違いが黒毛和種子牛の発育に及ぼす影響について調査しました。その結果、
4週齢までに給与を開始した方が、8週齢から給与した場合より良好な発育が得られました。

【結果】

【技術の活用】
この技術の活用により、子牛市場における出荷時体重の改善が期待できます。
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粗飼料総摂取量（ｋｇ）

【方法】 粗飼料を給与開始する時期の違いで
3グループに分けて、発育を比較しました。

試験区 粗飼料給与開始時期

1週区 １週齢から

4週区 4週齢から

8週区 8週齢から
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粗飼料総摂取量（kg）

粗飼料 食べ過ぎ
⇒人工乳 減

図1 体重の推移 図2 1日あたりの増体量

図3 体重と粗飼料摂取量の関係 図4 人工乳摂取量と粗飼料摂取量の関係

粗飼料食べ過ぎ
⇒体重 減

粗飼料 増
⇒体重 増

8週区が他に
比べて小さい

粗飼料摂取割合が
約20％と他の個体に
比べ高かった。


